⑧気持ちをわかって働きかける(高等学校) 　　　　　　
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演習１（非言語的な共感）

　次のそれぞれの項目の中で、相手の様子で親しみを感じるもの(いくつでもよい)を○で囲みましょう。
	＜声のトーン＞　自分と似た声のトーン　　怒鳴り声　　ぼそぼそ話す　　聞きやすいトーン
＜表　情＞　　　にこにこしている　　無表情　　自分の気持ちに応じて表情を変える　　面倒くさそうな表情
＜姿　勢＞　　　自分の方に身体をむける　　少し前のめりになる　　リラックスしている　　相手から身体をそらす
顔だけ相手のほうを見る
＜視　線＞　　　やさしく見る　　視線をそらす　　キョロキョロする
＜素振り＞　　　膝の上に手を置いている　　腕組みしている　　足を組んでいる　　机の上に手を置いている
＜距　離＞　　　適度な距離　　すぐ近くにいる　　はるか遠くにいる


演習２（言語的な共感）

　次の文を読んで、言葉の裏にある気持ちを推測して，記入してください。
	(例)｢最近、うちのお父さんとお母さんが、けんかばかりしているんだ。｣
　　（困っている，あきれている，面倒くさいなど　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(1) ｢この週末に、ディズニーランドに行くって知らなかったよ。｣
　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(2)｢英語の先生には、放っておいてもらいたいよ。｣
　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(3) ｢うちの母親が入院しなければならないんだ。｣
　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(4) ｢サッカーチームの入団テストを受けるかどうかわからない。｣
　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(5) ｢年末にハワイに行くんだよ。｣
　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(6) ｢うちの両親は、学校のことにはうるさいんだよ。｣
　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(7) ｢彼があんなに怒るところを初めて見たよ。｣
　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(8) ｢あの人は信用できるかな。｣
　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(9) ｢そんなの不公平でしょう。｣
　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(10)｢ああ、休みが欲しいな。｣
　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


(　　)年(　　)組(　　)号　氏名(　　　　　　　　　　　　　　)
練習①　生徒Aが駅の階段を上ろうとすると、前には重そうな荷物を持ったおばあさんが困った様子で立ち止まっています。生徒Aは，おばあさんの気持ちを考えて行動するためにどんな声をかけますか。
○生徒Ａのとる行動　　　　　　　　　　　　　　　　○声のかけ方（どんなふうに、何と言いますか？）

	
	
	


※　声かけのヒント

　　　　　　きっかけ

	「どうしましたか」　「こんにちは」　「大丈夫ですか」

おばあさん　→「荷物が…」


　　　　　　伝えたいこと

	「荷物を持ちましょうか」　「お手伝いしましょうか」

　　おばあさん　→「いえいえ、いいんですよ」


　　優しい言葉
	「気になさらずに、大丈夫ですよ」　「どちらまで行かれるんですか」

　　　おばあさん　→「すみません」「助かります」「ありがとうございます」


○　練習を振り返りましょう。
（よくできていたら◎、だいたいできていたら○、できていなかったら△を記入しましょう）
	共感するときのポイント
	練習①

	1 相手を観察する
	

	2 相手の話を聞き、自分の気持ちを伝える
	

	3 相手の気持ちを大切にして行動をとる
	


○　今日の学習を振り返りましょう。
	学習に積極的に参加することができましたか。
	できた
	だいたい

できた
	あまりできなかった
	できな

かった

	共感する時のポイントを理解することができましたか。
	できた
	だいたい

できた
	あまりできなかった
	できな

かった

	気持ちを分かって働きかけるポイントに気を付けて練習することができましたか。
	できた
	だいたい

できた
	あまりできなかった
	できな

かった



(　　)年(　　)組(　　)号　氏名(　　　　　　　　　　　　　　)
＜感想＞





ポイント以外でよかったところ














どんな気持ちになりましたか








